












































Propagation of Habenaria radiata (Orchidaceae) using in vitro culture system
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00621）に 20 g/L のスクロース，0.5 g/L のMES [2-（N-
モルホリノ）エタンスルホン酸 ]，B5 ビタミン（ミオイ
ノシトール 100 mg/L，チアミンHCl 10 mg/L，ニコチ
ン酸1 mg/L，ピリドキシンHCl 1 mg/L）を加え，pHメー
ター（Beckman Coulter）を用いて pHを 5.7 ～ 5.8 に調
整し，10g/L の寒天を加え 121℃，20 分でオートクレー
ブを行った（培地 B5_2SMAとする）。上記の方法で無
菌播種を行い，25 ～ 27℃，16 時間明期，8時間暗期の
光条件下でACP̶7 SBR010T̶18 型（島津理化）内で培





ガンボーグB5 培地に 20 g/L のスクロース，B5 ビタ
ミンを加え pHを 5.7 ～ 5.8 に調整し，10 g/L の寒天を
加え，滅菌した培地（培地B5_2SA）に無菌播種を行った。
（A）播種後 36 日目のプロトコームを 0.5 g/L のMES
を加えた培地 B5_2SMAに 1 度継代し，播種後 69 日経
過した草丈約 5 mmまでの実生をサンプルとして用い
た。培養は 25 ～ 27℃，16 時間明期，8時間暗期の光条
件下のACP̶7 SBR010T̶18 型（島津理化）内で行った。
新たに寒天の代わりに 3.5 g/L のゲルライトを加えた培
地（培地B5_2SMG）とスクロース濃度のみが異なる 35 




養は 28 ～ 30℃，16 時間明期，8時間暗期の光条件下で
図 1　サギソウの花，子房，種子の形態




SANYO GROWTH CABINET MLR̶350（三洋電機）内
で行った。播種後 188 ～ 189 日まで観察を続けた後，球
根を掘り起こし処理区ごとに球根数を計測した。
（B）途中，播種時と同じ組成の培地に 1 度継代し，




2B）。培養は 28 ～ 30℃，16 時間明期，8時間暗期の光
条件下で SANYO GROWTH CABINET MLR̶350（三
洋電機）内で行った。培地から掘り起こした球根を垂直
方向に半分に切り，その縦断面の構造を観察した。さら
に，縦断面で 1～ 2 mmの厚さになるように切り，5倍
に希釈したイソジンガーグル［日局ポビドンヨード 70 






培地 B5_2SMG に継代した（図 2C）。培養は 28 ～ 30℃，
16 時 間 明 期，8 時 間 暗 期 の 光 条 件 下 で SANYO 
GROWTH CABINET MLR̶350（三洋電機）内で行った。
播種後 333 日（2017 年 4 月 21 日）に培地内に形成され
た球根を掘り起こし，ガラス温室内でニッピ園芸培土 1
号（日本肥糧）の入ったプラスチックポット（口径：









































顕微鏡 Leica DM2500（Leica）を使用した。写真は Leica 
S8 APO付属の Leica EC3（Leica）及び Leica DM2500




知られている。本実験では Stewart et al.，（2002）にお
ける Habenaria repens，H. quinquiseta，H. macrocer-
atitis の種子の生育ステージを観察に基づいて一部改変
し，サギソウの種子生育ステージとして stage 0 ～ 4 を
定義した。stage 0 では胚が種皮内にあり発芽していな
い状態（図 3A），stage 1 では胚が膨らむ段階（図 3B），
stage 2 では仮根が種皮外へ伸長し発芽し始め（図 3C），
stage 3 ではプロトコームの頂点に突起状の葉原基が生
じ（図 3D），stage 4 では第 1葉が伸長する状態とした（図
3E）。そして，播種後 7日ごとに生育ステージの変化を
調査したところ，stage 1，2 は播種 7 日後，stage 3 は
播種 14 日後，stage 4 は播種 21 日後に現れ始めること
が観察された（図 4）。しかし，発芽した種子の中には














（E）stage 4：第 1葉が伸長する。　Bars : 500 µm
図 4　播種後日数の経過に伴う種子生育ステージの変化　種子数＝ 485



















2009）。播種後 188 ～ 189 日の培地内の球根（図 5E）の
数を計測したところ，1つのプラントボックスあたり 2％













































































の影響，J. Japan. Soc. Hort. Sci. 67（1）：112-115．
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